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(
と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う

ゅ、

か
ま
り
ゅ

秋

• 
日
お
父
さ
ん

叩
月
初
日
秋
晴
れ
の
村
木
小
校
庭
で
、

父
親
の
い
な
い
児
童
一
五

O
人
と
母
親

が
集
ま
り
、
一
日
お
父
さ
ん
に
市
長
は

じ
め
市
役
所
の
部
課
長
、
青
年
会
議
所

会
員
、
民
生
委
員
、
市
議
な
ど
が
参
加

さ
れ
運
動
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

紅
・
白
に
別
か
れ
て
元
気
一
っ
ぱ
い

の
競
技
が
続
き
、
深
ま
り
ゆ
く
秋
の
一

日
を
た

の
し
く
過
し
ま
し
た
。

‘
写
真
は
一
日
お
父
さ
ん
と
競
技
を
た
の
し
む
子
等

hv
写
真
は
里
い
も
の
葉
を
利
用
し
て
採
卵
、
受
精
を
行
な
い
ふ
化
枠
に
着
卵
を
行

な
っ
て
い
る
呉
東
内
水
面
漁
協
の
方
々

-
あ
ゅ
の
人
工
ふ
化

呉
東
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
で
は
、

今
年
も
角
川
、
西
施
川
か
ら
採
捕
し
た

極
あ
ゆ
千
五
百
尾
か
ら
約
三
百
八
十
万

粒
の
採
卵
を
行
な
い
、
角
川
の
ふ
化
場

で
ふ
化
を
行
な

つ
い
ま
す
。

ふ
化
枠
一
枚
に
約
一
万
粒
が
入
れ
ら

れ
清
水
の
ふ
化
槽
に
沈
め
ら
れ
、
約
三

週
間
後
に
ふ
化
し
た
稚
魚
が
自
然
放
流

さ
れ
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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着々 進む角川治水ダムの建設

角
川
峡
に
建
設
の
ひ
び
き

一完成すれば洪水調節の役目を-

‘完成すれば1，500，OOOm'の貯水がてeきる
ダム建設現場の全景

5
月
幻
日
に
起
工
式
を
行
な
っ
た
角

川
治
水
ダ
ム
の
建
設
が
秋
深
ま
る
角
川

峡
に
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ダ
ム
建
設
の
た
め
に
、
上
流
へ
の
道

路
の
付
け
替
え
工
事
が
行
な
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
ほ
ぼ
完
成
し
、

貯
水
の
あ
か
つ
き
に
は
、
洪
水
の
調
節

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
水
を
た
た
え
た

湖
水
に
う
つ
る
紅
葉
の
観
賞
な
ど
、
観

光
に
も
一
役
買
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

ダ
ム
の
建
設
に
よ
り
現
わ
れ
た

4

司
旧
鹿
熊
石
切
り
出
し
現
場
の
洞
穴

天王団地に

集会場完成
-9月108に竣工一

関
口
又
作
氏

魚
津
市
本
町
二
丁
目
一
四
ノ
二
三

電
話
μ
1
0
6
4
8
番

は

本

年

9

月
叩
日
付
で
行
政
管
理
庁
長
官
か
ら
、

行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

役
所
の
こ
と
で
、
苦
情
を
持
た
れ
る

方
、
ご
意
見
の
あ
る
方
は
行
政
相
談
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

委
員
は
、
富
山
行
政
監
察
局
と
密
接

に
連
絡
を
と
っ
て
仕
事
を
し
て
お
り
、

秘
密

・
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

-2-

行
政
に
関
す
る
相
談
は
行
政
相
談
委
員
に

関口又作氏を
行政相談委員に委嘱

写
真
は
相
談
委
員
に
委

嘱
さ
れ
た
関
口
又
作
氏

こ
の
集
会
場
は
、
市
が
集
会
場
の
な

い
地
区
に
建
設
す
る
も
の
と
し
て
、
こ

の
ほ
ど
天
王
市
営
住
宅
団
地
内
に
建
設

し
た
も
の
で
、

・総
工
費
三
百
九
十
九
万

円
を
要
し
た
、
鉄
骨
系
プ
レ
ハ
ブ
構
造

の
平
家
建
て
集
会
場
で
あ
り
ま
す
。

面
積
は
、
六
八
、
七
一
平
方
メ
ー
ト

ル
で
、
集
会
室
、
和
室
、
湯
沸
室
な
ど

か
ら
な
っ
て
お
り
、
集
会
場
の
な
か
っ

た
地
区
民
か
ら
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
ま
す
。

V完成した天王団地集会場

保
母
採
用
試
験

申
し
込
み
は
同
日
ま
で

市
で
は
、
保
母
の
採
用
試
験
を
次
に

よ
り
行
な
い
ま
す
。
受
験
希
望
者
は
、

日
月
日
日
ま
で
市
役
所
総
務
課
職
員
係

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

O
採
用
予
定
人
員

約
5
名

O
受
験
資
格

昭
和
初
年

4
月
2
日
か
ら
昭
和
初

年
4
月

1
日
ま
で
に
生
れ
た
人
で
、

魚
津
市
内
に
居
住
す
る
保
母
資
格

を
有
す
る
者
又
は
、
回
年
3
月
ま

で
に
取
得
見
込
の
者

O
試
験
日
昭
和
的
年
日
月

M
日

O
試
験
場
所

魚
津
市
役
所
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寒
さ
が
厳
し
く
な
る
に
つ
れ
、
暖
房

事

故
絶
滅

器
具
等
火
気
を
多
く
使
用
す
る
時
期
が

実
施
事
項

近
づ
き
火
災
が
お
き
や
す
い
時
期
と
な

L
暖
房
器
具
の
安
全
点
検
の
実
施

り
ま
す
。

Z
消
火
用
器
具
の
準
備
と
使
用
方
法

市
で
は
、
全

国

一

斉

に

歩

調

を

合

わ

の

習

熟

せ
、
次
の
要
領
で
火
災
予
防
運
動
を
展
三
避
難
径
路
の
確
認
等

開
し
ま
す
。
市
民
の
み
な
様
も
、
こ
の

4
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
、

寝
た
ば
こ

運

動

の

趣

旨

を

充

分

理

解

し

、

無

火

災

の

防

止

都
市
を
築
く
よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
ー
ブ
の
取
扱
い
と
防
火
チ
ェ

ッ
ク

期
間
口
月
お
日

1
U
月
2
日

l
可
然
物
が
落
下
す
る
お
そ
れ
の
な
い

目
的

L
市
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
防
火
意
場
所
で
使
用
す
る
こ
と
。

識
の
向
上

'

Z
故
障
し
破
損
し
た
も
の
を
使
用
し
な

2
火
災
の
発
生
防
止
と
人
命
損
傷
い
こ
と
。
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国
税
局
や
税
務
署
で
は
、
日
月
日
日

か
ら
げ
日
ま
で
を
「
税
を
知
る
週
間
」

と
し
、
こ
の
期
間
中
、
い
ろ
い
ろ
な
行

事
を
行
な
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。「
税

を
知
る
週
間
」
は
、
国
民
各
層
の
方
々

に
税
務
行
政
や
税
制
な
ど
を
よ
く
知
っ

て
も
ら
い
、
税
の
よ
き
理
解
者
と
な
り
、

か
つ
、
よ
き
協
力
者
と
な
っ
て
も
ら
お

う
と
行
な
う
も
の
で
す
。

こ
の
週
間
中
の
主
な
行
事
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

一
、
座
談
会
の
開
催

国
税
庁
や
国
税
局
の
幹
部
が
、
新
聞

な
ど
の
座
談
会
に
出
席
す
る
ほ
か
、
税

務
署
で
も
座
談
会
を
開
設
し
て
、
各
層

の
方
々
と
意
見
を
交
換
し
ま
す
。

ニ
、
税
務
相
談

各
地
を
巡
回
又
は
臨
時
の
税
務
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

三
、
「
作
文
」
の
表
彰

「
税
に
関
す
る
作
文
」
を
高
校
生
か

4F 
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a本
来
の
使
用
目
的
以
外
に
使
用
し
な

い
こ
と
0

4
使
用
中
に
燃
料
を
補
給
し
、
持
ち
運

び
又
は
み
だ
り
に
移
動
し
な
い
こ
と
0

5
可
燃
物
か
ら
火
災
予
防
上
安
全
な
距

離
を
保
つ
こ
と
。

ス
ト
ー
ブ
の
安
全
な
保
有
距
離

固
定
式
の
も
の

上
方
M
m

側
方
川

m

移
動
式
の
も
の

上
方
川

m

側
方
M
m

前
方
M
m

前
方
川

m

な
お
今
年
の
春
か
ら
税
務
署
の
肝
煎

り
で
、
管
内
の
各
市
町
に
納
税
相
談
連

絡
買
が
置
か
れ
、
当
市
で
は
、
真
成
寺

町
の
松
田
隆
次
郎
氏
が
委
嘱
さ
れ
て
い

ま
す
。
・
税
に
つ
い
て
何
か
お
わ
か
り
に

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
国
県
市
各

税
を
知
る
週
間
山

川
中

刈

税
の
別
を
問
わ
ず
、
関
係
庁
の
担
当
係

を
紹
介
す
る
ほ
か
、
税
に
関
す
る
資
料

を
常
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

ら
募
集
し
、
入
選
発
表
と
表
彰
を
行
な

い
ま
す
。

四
、
そ
の
他

税
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
祖

税
教
室
や
税
務
署
見
学
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

(魚
津
税
務
署
)

お個別監視品目として引 き続き価格、 需給等の動

向を調査、民視し、物価の安定をはかつておりま

すが今回の調査では、砂糖、食用油、バター等に

値上がりと一部に品不足が認められました。 また、

灯油も需要期に入ってやや値上がりの傾向を見せ

ております。

すでに事前了承制対象品目(製造業者が価格の

引上げを行なうとするときは、 事前に了承を必要

とする品目)から除外された品目についても、な
V下の表中O印は毎月 15日調査のも庖の平均価格です

ロE口3 目 メーカー 日""日 名 ，壬τaヨ~・ E日司E 8月平均 9月 平 均 10月司王土勾 最10低月に~お最け高る

1i't キ唐 日 新 カ ‘ソ プ 1 kg 235円 234円 247円 240-258円

食 用 t由 味 σ3 素 天 ぷ ら 油 450 g 151 160 178 155-195 

" " →ナ フ ダ油 1，650 g 657 675 821 795-850 

麦 粉 日 清 フ フ ワ 1 kg 129 126 129 128-135 
即席 メ ン 同月 星 明 星 18 番 100 g 43 45 45 43-49 
み そ 日本海みそ 雪ちゃんのこうじみそ 1 kg 236 236 236 230-240 
ノ〈 タ 雪 印乳業 ヰヒ 海 i草 225 g 223 219 227 220-235 
マーガリン " 雪 印ソフト 225 g 170 171 171 168-175 

食 酢 、、、 、ソ カ ン 、、、 、ソ カ ン 500m.e 104 106 107 105-115 
L P ガス 10kg 1，277 1，467 1，450 1，300-1，500 

n t由 18.e庖頭 600 609 607 600-615 

" 200.e酉己達 6，771 6，737 6.833 6，800-7，000 
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あ
な
た
の
猟
銃
は
大
丈
夫
で
す
か

一
度
保
管
の
点
〈
槙
を
μ

μ

今

11月1日から狩猟解禁

日
月

1
日
か
ら
狩
猟
が

解
禁
と
な
り
ま
す
。
最
近
、

狩
猟
違
反
や
事
故
が
多
発

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の

で
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

①
カ
ス
ミ
網
に
よ
る
密
猟

や
日
の
出
前
日
没
後
の

銃
猟
を
し
な
い
。

②
メ
ス
キ
ジ
、
キ
ツ
ネ
に
絶
対
に
銃
を

向
け
な
い
。

③
鳥
獣
保
護
区
な
ど
制
限
地
を
確
か
め

て
狩
猟
す
る
。

④
人
家
周
辺
で
発
砲
し
な
い
。

⑤
銃
と
弾
は
別
々
に
カ
ギ
の
か
か
る
と

こ
ろ
へ
保
管
す
る
。

⑥
火
薬
類
は
、

必
要
量
だ
け
購
入
し
、

残
り
を
自
宅
に
保
管
し
な
い
。

9
月
幻
日
j
初
日
に
実
施

P

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
d

実
施
結
果
の
お
知
ら
せ

魚
津
市
で
は
優
良

3
支
部
が
表
彰
さ
る

魚
津
市
交
通
セ
ン
タ
ー
の
充
実
と
と

も
に
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
進
め
ま
し
た

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

-
清
河
会
長
(
市
長
)
は
じ
め
、
セ
ン
タ

ー
役
員
、
関
係
団
体
や
関
係
機
関
の

緊
密
な
協
力
の
も
と
に
、
本
運
動
の

主
目
標
で
あ
っ
た
『
子
供
と
老
人
を

交
通
事
故
か
ら
守
り
、
交
通
死
者
絶

滅
』
の
目
的
を
達
成
で
き
た
こ
と
は

お
お
き
な
成
果
で
あ
り
ま
し
た
。

Z
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
全
搬
的

に
み
て
満
足
す
べ
き
結
果
で
な
く
一

層
の
努
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

a期
間
中
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
l
ン
の
交
通

補
導
、
交
通
監
視
な
ど
に
多
数
参
加

を
い
た
だ
き
、
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
と
交
通
事
故
防
止
に
ご
協
力
を
た

ま
わ
り
ま
し
た
支
部
の
皆
さ
ん
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

運
動
実
施
期
間
中
の
事
故
な
ど
の

概

況

的

年

刊

年

交
通
事
故
発
生
件
数
6
件

6
件

交
通
死
亡
事
故
数

O

H

O

H

負

傷

者

数

凶

名

9
名

交
通
違
反
飲
酒
運
転

5
名

無
免
許
違
反

3
名

速

度

違

反

町

名

そ
の
他
違
反
目
名

4
以
上
の
よ
う
に
市
民
総
ぐ
る
み
の
運

動
期
間
中
も
交
通
三
悪
の
発
生
が
あ

り
、
深
い
反
省
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
な
お
交
通
事
故
の
な
い
明
る

い
社
会
を
建
設
す
る
た
め
に
、
『法
令

を
侵
か
き
な
い
、

侵
さ
せ
な
い
』
を

合
い
言
葉
に
、
事
故
絶
滅
に
市
民
総

ぐ
る
み
の
努
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
0

5
運
動
期
間
中
、
成
績
が
優
良
で
あ
っ

た
、
西
布
施
、

片
貝
、
天
神
の
各
支

部
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

魚
津
市
交
通
セ
ン
タ
ー

大
町
、
経
団
幼
稚
園

の
園
児
を
募
集

来
年
4
月
か
ら
市
立
大
町
幼
稚
園
お
よ

び
経
団
幼
稚
園
へ
入
国
す
る
園
児
を
募

集
し
て
い
ま
す
。希
望
者
は
「
入
園
願
書」

毎
年
開
催
さ
れ
る
、
魚
津
物
産
展
(
第

ロ
回
)
を
日
月
9
日

ωか
ら
日
白
川
ま

で
の
三
日
間
に
わ
た

っ
て
毎
日
午
前
日

時
か
ら
午
後
5
時

(
日
日
は
午
後
4
時
)

ま
で
、
市
民
会
館
と
図
書
館
で
開
き

ま
す
の
で
、
み
な
き
ん
の
ご
来
場
を
お

待
，ち
し
て
お
り
ま
す
。

(
会
場
と
主
な
展
示
品
)

O
市
民
会
館

l
家
具
、
漆
器
、
仏
壇
、

刃
物
、
経
木
、
水
産
加
工
品
、
菓
子
、

か
ま
ぼ
こ
、

.林
産
物
、
内
戦
手
芸
品
、

菓
子
特
価
品
コ

ー
ナ
ー
等

O
市
民
会
館
広
場

1
苗
木
、
錦
鯉
、
農

産
物

(農
産
物
は
叩
日
の
み
)

O
図
書
館

1
北
電
.肌
に
よ
る
電
化
製
品

特
価
品
コ
ー
ナ
ー

(
家
具
、
漆
器
等
)

な
お
、
会
場
で
は
そ
れ
ぞ
れ
即
売
を

行
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
せ

い
ぜ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

を
日
月
刊
日
か
ら
初
日
ま
で
各
幼
稚
園

ま
た
は
市
教
育
委
員
会
へ

提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
願
書
は
各
幼
稚
園
、
市
教
委
に

あ
り
ま
す
。

ム
募
集
人
員

1

大

町

幼

稚

園

八

十

人

経

由

幼

稚

園

四

十

人

ム
資

格

1

市
内
在
住
者
で
昭
和
必
年
4
月
2

日
か
ら
同
必
年
4
月
1
閉
ま
で
に

生
れ
た
人

保
育
園
の
入
園
申
し

込
み
の
受
付

ー
日
日
か
ら
叩
固
ま
で

|

申
し
込
み
は
お
早
め
に

来
年
4
月
か
ら
市
内
の
保
育
園
へ

入

国
す
る
園
児
の
申
込
み
を
日
月
日
日
か

ら
日
月
初
日
ま
で
受
付
し
ま
す
。

申
込
書
は
、
各
保
育
園
、
野
方
保
育

園
に
つ

い
て
は
、
上
野
方
連
絡
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。(
受
付
は
日
曜

・
祝

日

・
土
眼
目
を
除
く
午
後
だ
け
)

な
お
、
入
国
で
き
る
基
準
は
次
の
よ

う
で
す
。

ω保
護
者
が
働
い
て
い
る
た
め
子
供
の

保
育
に
欠
け
る
も
の

ω母
親
の
い
な
い
場
合

ω病
気
な
ど
の
た
め
家
庭
で
子
供
の
世

話
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
も
の
、

各
保
育
園
の
定
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。施
設
名

魚
津
愛
育
園

道
下
保
育
国

青
島
保
育
園

経
団
保
育
園

住
吉
保
育
園

あ
け
び
保
育
園

松
倉
保
育
園

西
布
施
保
育
園

野
方
保
育
園

魚
津
保
育
園

魚
津
第
二
保
育
園

上
口
保
育
園

川
原
保
育
園

古
島
保
育
図

加
積
保
育
園

定

員

一
八

O
名

一五

O
名

一
二

O
名

一八

O
名

六
O
名

六

O
名

六
O
名

六
O
名

一
二

O
名

一
六
五
名

一
二

O
名

六
O
名

六
O
名

一
二

O
名

六

O
名

-4ー
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く
み
と
り
制
度

の
ご
案
内

-
定
額
制
と
従
量
制
に
つ
い
て

ω定
額
制
と
は
、
人
頭
割
に
よ
り
、
く

み
と
り
量
に
か
か
わ
ら
ず
一
人
月
七

O
円
で
料
金
を
算
定
す
る
も
の
で
、

人
数
の
確
定
し
て
い
る
普
通
家
庭
で

は
、
こ
の
定
額
制
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

ω従
量
制
と
は
、
く
み
と
り
量
一
八
リ

ッ
ト
ル
当
り
三
九
円
の
単
価
で
料
金

を
算
定
す
る
制
度
で
、
人
頭
割
に
よ

る
こ
と
が
不
適
当
な
も
の

(例
え
ば

事
業
所
、
飲
食
庖
等
)
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

Z
く
み
と
り
手
数
料
に
つ
い
て

ω定
額
制
の
料
金
は
、
一
人
月
額
七

O

円
で
、
そ
の
ほ
か
に
く
み
と
り

一
回

に
つ
き
一
三

O
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

ω従
量
制
の
料
金
は
、
一
八
リ
ッ
ト
ル

(
一
八
リ
ッ

ト
ル
に
満
た
な
い
場
合

は
一
八
リ
ッ
ト
ル
と
み
な
す
。)
に
つ

き
三
九
円
で
、
そ
の
ほ
か
に
く
み
と

り

一
回
に

つ
き
一

三
O
円
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

ωく
み
と
り
手
数
料
は
、
二
ヶ
月
毎
に

納
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ωく
み
と
り
手
数
料
を
滞
納
さ
れ
た
場

合
に
は
、
次
回
か
ら
の
く
み
と
り
を

し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

ー
定
額
制
に
お
け
る
世
帯
人
数
の
算
定

ω世
帯
人
数
の
算
定
は
毎
年
4
月
1
日

お
よ
び
日
月
1
日
現
在
で
、
住
民
登

録
を
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
人
数
に
よ

り
算
定
し
ま
す
。
途
中
に
お
け
る
転

出
、
転
入
な
ど
の
理
由
に
よ
る
人
数

の
増
減
は
、
原
則
と
し
て
し
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ω満
二
歳
以
下
の
乳
児
は
、
世
帯
人
数

か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て

い

ま
す
。

ω市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
て
、
長
期

不
在
の
人
は
、
区
長
の
証
明
書
を
提

出
さ
れ
た
場
合
に
限
り
、
例
外
と
し

て
世
帯
人
数
か
ら
除
外
し
ま
す
。
こ

の
場
合
証
明
書
の
有
効
期
限
は
原
則

と
し
て
六
ヶ
月
と
な
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
4
月
お
よ
ぴ
叩
月
の
人
数
異
動

調
書
を
す
る
前

(
3
月
中
旬
お
よ
び

9
月
中
旬
)
に
、
市
役
所
へ
証
明
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

4
.
新
規
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

ω新
ら
た
に
く
み
と
り
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
市
役
所
生
活
環
境
課
へ
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込

に
よ
り
く
み
と
り
伝
票
を
作
成
し
て

お
渡
し
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ωく
み
と
り
は
、
魚
津
市
本
江
、
倒
魚

津
環
境
衛
生
(
電
話
辺
|
3
3
3
1
)

が
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

電
話
等
に

よ
り
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ωく
み
と
り
後
は
、
伝
票
に
氏
名
等
の

所
要
事
項
を
記
入
し
て
業
者
の
係
員

に
一
枚
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

E
変
更
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

ω申
し
込
人
が
市
内
転
居
さ
れ
る
場
合

で
、
転
居
先
も
く
み
と
り
が
必
要
な

場
合
は
、
伝
票
と
印
鑑
(
認
印
)
持
参

の
上
生
活
環
境
課
で
変
更
の
手
続
き

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
区
に
よ
り
、

整
理
番
号
が
違
う
た

め
、
転
居
前
の
伝
票
で
は
、
く
み
と

り
で
き
ま
せ
ん
か
ら
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

6
.
取
り
消
し
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

川
市
外
へ
の
転
出
、
あ
る
い
は
水
洗
に

変
更
等
に
よ
り
く
み
と
り
が
必
要
で

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
伝
票
と
印
鑑

(
認
印
)
持
参
の
上
必
ら
ず
取
り
消
し

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ωこ
れ
ら
の
手
続
が
遅
れ
た
場
合
、
実

ょ
っ
月
の
納
税
L

国
民
健
康
保
険
税
第
3
期
八
刀

各地区によい子等の

、らいちょうクラブ誕生、
親子ぐるみの交通安全訓練実施

際
に
は
住
ん
で
い
な
い
の
に
、
あ
る

い
は
、
く
み
と
り
を
行
わ
な
い
の
に

人
頭
割
に
よ
る
料
金
が
か
か
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
人
が
そ

の
伝
票
を
使
っ
て
く
み
と
り
を
行
っ

た
場
合
に
も
、
そ
の
伝
票
の
所
有
者

に
料
金
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す

か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

以
上
の
べ
た
諸
手
続
の
用
紙
は
、
す
べ

て
生
活
環
境
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

し
尿
く
み
と
り
に
つ
い
て
、
ご
不
審
な

点
な
ど
が
あ
れ
ば
ご
遠
慮
な
く
生
活
環

境
課
(
電
話
内
線
2
5
8
番
)
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

惨事故から幼ない生命を守ろう 4

マ
ら
い
ち
ょ
う
ク
ラ
ブ
と
は

ら
い
ち
ょ
う
ク
ラ
ブ
と
は
、
幼
い
命

を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、
幼
児

に
交
通
の
き
ま
り
を
守
る
こ
と
を
身
に

つ
け
さ
せ
、
社
会
に
適
応
で
き
る
力
を

養
わ
せ
る
こ
と
と
、
保
護
者
に
は
、
地

域
社
会
全
体
の
大
人
の
務
め
と
し
て
自

ら
の
手
で
幼
児
を
訓
練
し
よ
う
と
す
る

目
的
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

マ
交
通
安
全
訓
練

ら
い
ち
ょ
う
ク
ラ
ブ
は
、
保
育
園
や

幼
稚
園
児
な
ど
と
保
護
者
で
結
成
さ
れ
、

市
や
笹
察

・
交
通
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
協

力
に
よ
り
、
地
域
別
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ

て
交
通
安
全
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
市
民
の
協
力
を

幼
児
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
に

市
民
一
人
一
人
の
一
層
の
ご
協
力
を
お

納
期
限
は
什
月
初
日
で
す
。

願
い
し
ま
す
。

マ
結
成
さ
れ
た
「
ら
い
ち
ょ
う
ク
ラ
ブ
」

(
刊
月
刊
日
現
在
)

③
緑
町
ら
い
ち
ょ
う
ク
ラ
ブ
-
い
づ
れ
も

本
町

H

一
道
下
保
育

;

γ
園
の
ら
い

や
-t

q

H

一
ち
ょ
う
ク

駅
前
新
町

H

)

ラ
フ

@
愛
育
園
の

げ
の
地
区
別
ら
い
ち
ょ
う

ク
ラ
フ

の
仏
団
地
区
、

青
島
地
区
の
ら
い
ち
ょ

う
ク
ラ
ブ
(
青
島
保
育
園
)

@
長
引
野
、
蛇
回
、
小
川
寺
、
す
み
れ
の

地
区
別
ら
い
ち
ょ
う
ク
ラ
ブ
、
(
西
布

施
保
育
園
)

⑮
山
女
保
育
園
の
ら
い
ち
ょ
う
ク
ラ
ブ
。

@
吉
島
保
育
園
の
ら
い
ち
ょ
う
ク
ラ
ブ
。

①
上
町
地
区
、
住
吉
地
区
、
南
町
地
区
、

三
ケ
地
区
ら
い
ち
ょ
う
ク
ラ
ブ
(
上

口
保
育
園
の
ら
い
ち
ょ
う
ク
ラ
ブ
)

②
大
町
保
育
園
ら
い
ち
ょ
う
ク
ラ
ブ
。

①
加
積
保
育
園
の
地
区
別
ら
い
ち
ょ
う

ク
ラ
フ
・

- 5-

4
司
写
真
は
交
通
安
全
訓
練
を
受
け
る

ら
い
ち
ょ
う
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
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読
書
の
す
す
め

ω

辞
典
、

事
典
、
図
鑑
の
選
び
方

ま
ず
、
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
、

①
利
用
す
る
人
の
能
力
と
程
度
に
合
っ

た
も
の
を
え
ら
ぶ
こ
と
、
小
学
校
中
学

年
か
ら
高
校
ま
で
に
わ
た
っ
て
使
え
る

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
は
し
が
き
を
よ
く
読
む
こ
と
。
そ
の

本
を
じ
よ
う
ず
に
利
用
す
る
コ
ツ
が
そ

こ
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

③
本
の
つ
く
り
が
じ
よ
う
ぶ
な
も
の
。

辞
典
|
こ
と
ば
の
意
味
の
説
明
が
具
体

的
で
、
用
例
の
豊
富
な
も
の
を

選
ぶ
こ
と
で
す
。

事
典
|
わ
か
り
や
す
く
、
ひ
き
や
す
い

も
の
、
索
引
が
完
備
し
て
い
て

他
の
項
目
へ
の
案
内
が
行
き
届

い
て
い
る
も
の
が
よ
い
で
し
ょ

、「ノ。

図
鑑
|
絵
や
図
の
正
確
な
も
の
、
色
彩

の
美
し
い
も
の
、
説
明
が
子
ど

も
向
き
に
わ
か
り
や
す
く
書
か

れ
て
い
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

よノ
。

辞
典
も
年
令
の
発
達
や
学
習
の
進
度

に
応
じ
て
選
べ
ば
良
い
の
で
す
が
、
国

語
辞
典
は
い
ち
ば
ん
語
い
の
豊
か
に
な

る
四
年
生
頃
か
ら
与
え
て
自
分
で
辞
典

を
ひ
い
て
言
葉
を
確
め
る
習
慣
を
つ
け

た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
作
文
を
作
る
に
は
漢
字
の
辞

典
が
必
要
で
、

小
学
校
で
も
漢
字
の
辞

典
を
利
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

中
学
に
な
れ
ば
、
漢
語
を
マ
ス
タ
ー

す
る
た
め
に
も
漢
和
辞
典
は
学
習
に
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

英
語
辞
典
に
つ
い
て
み
る
と
、
学
校

の
授
業
の
あ
り
方
に
左
右
さ
れ
ま
す
が
、

中
学
二
年
生
頃
か
ら
利
用
し
は
じ
め
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

中
学
生
の
習
う
語
い
を
考
慮
し
、
学

校
の
英
語
学
習
に
結
び
つ
い
た
辞
典
を

選
ぶ
と
便
利
で
す
。

中
学
三
年
か
ら
高
校
に
入
る
よ
う
に

な
る
と
、
語
い
の
豊
富
な
辞
書
が
必
要

に
な
り
ま
す
が
、
辞
書
に
は
そ
れ
ぞ
れ

れ
ぞ
れ
の
専
問
書
に
よ
ら
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

知
識
の
述
べ
か
た
に
限
界
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の

意
味
で
は
、
一
冊
も
の
の
百
科
事
典
で
万

事
を
す
ま
そ
う
と
す
る
の
は
危
険
で
す
。

本
と
の
出
会
い
豊
か
な
心

読
書
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

こ

と
し
は

か
本
と
の
出
会
い
豊
か
な
心
。

が
標
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
に
す
ん
で
い
る
人
、
市
内
の
学

校
や
会
社
な
ど
に
つ
と
め
て
い
る
人
な

ら
、
ど
な
た
で
も
1
人
3
冊
2
週
間
本

を
、
お
貸
し
い
た
し
ま
す
。

借
り
る
と
き
の
手
続
き
は
簡
単
で
す

か
ら
、
ど
し
ど
し
係
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

魚
津
市
立
図
書
館
g
n
|
0
4
6
2

(
市
民
会
館
と
な
り
)

- I目 8
- '" ft 
分内室
冊のさ
に 50蚕
音公
別芸
電 2
話芸
帳芸
が 2

こ
れ
ま
で
、
富
山
県
内
の
印
音
別
電
話

帳
は
、
全
県
一
冊
に
な
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
昭
和

ω年
度
発
行
の
も
の
か
ら
、

紙
資
源
の
節
約
の
た
め
、
呉
東
地
方
版

と
呉
西
地
方
版
に
わ
か
れ
ま
す
。

日
月
に
新
し
い
呉
東
地
方
版
電
話
帳
を

お
と
ど
け
し
ま
す
。
古
い
電
話
帳
で
お

調
ら
べ
に
な
り
ま
す
と
、
電
話
番
号
が

変
更
に
な
っ
て
い
る
方
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
か
け
違
い
が
生
じ
ま
す
の
で
、
ご

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
n
|
1
0
0
0
番
(
無
料
)

魚
津
電
報
電
話
局

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
2
8
8
g
g
g
倉

台

8
8

米
寿
者
に
記
念
品

を
贈
呈

庭
に
緑
と
花
を

花
壇

コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果

魚
津
郵
便
局
で
は
、
叩
月
お
日
今
年

編
集
の
特
色
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
山

9
月
初
日
実
施
し
た
「
花
い
っ
ぱ
い
」
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
局
内
在
任
の
方
が

を
の
み
こ
ん
で
利
用
す
る
よ
う
に
し
た
山
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
は
、
辻
寛
た
に
対
し
て
、
郵
政
大
臣
か
ら
の
記
念

い
も
の
で
す
。

ゆ
き
ん
外
6
名
の
審
査
員
に
よ
り
各
花
壇
品
に
あ
い
さ
つ
状
を
添
え
て
贈
呈
し
、

ま
た
、
和
英
辞
典
を
引
く
場
合
に
は
、
刊
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
次
の
と
お
り
授
賞
大
変
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

調
べ
た
言
葉
を
英
和
辞
典
で
た
し
か
め
叫
が
き
ま
り
ま
し
た
。

簡
易
保
険
事
業
に
お
け
る
、
加
入
者
福

て
、
正
し
い
表
現
で
英
文
を
書
く
こ
と
叫
最
優
秀
賞
村
木
小
学
校
祉
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
、

を
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

ゆ
優
秀
賞
高
岡
日
大
高
校
魚
津
校
舎
簡
易
保
険
の

P
R
に
も
役
立
て
る
た
め

百
科
事
典
は
索
引
が
良
く
出
来
て
い
山
大
町
小
学
校
、
片
員
発
電
管
理
所
、

郵
政
省
で
毎
年
行
な
っ
て
い
る
も
の
で

る
も
の
が
便
利
で
す
。
ま
た
百
科
事
典
叫
上
野
方
小
学
校
、
東
部
中
学
校
、
道
あ
り
ま
す
。

は
知
識
や
情
報
を
知
っ
て
そ
れ
か
ら
さ
叫
下
保
育
園
、
経
団
婦
人
会
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
が
た
は
、
寺

ら
に
く
わ
し
い
事
柄
を
知
る
に
は
、
そ
…
努
力
賞
魚
津
税
務
署
外
日
ヶ
所
田
昌
一
さ
ん
外
十
六
名
で
あ
り
ま
す
。

M
〒

合

占
R

A
H
-
R
A
H
-
商

品
H

-
R
A
H
-
R
占
H

-
R
A
H
-
R
合

占
R

A
H

HV
 

M
干

i

B

E

z

-

-

l

l

l

f

…診
砂
降
を
ノ

…
〆
ρ
ね刈
¥
f
V
4
J
~

HV

J

f

i

、
J
F
i
¥

M
干

H
甲山

就
学
児
の
健
康
診
断

日
来
年
4
月
小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
お
子

刊
さ
ん
の
健
康
診
断
が
は
じ
ま
り
ま
す
o

M

保
護
者
あ
て
に
ご
案
内
し
ま
す
が
通
知

刊
の
な
い
場
合
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
教
委

￥
(学
校
教
育
係
)
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
o

M

該
当
者
は
昭
和
必
年
4
月
2
日
か
ら
岡

山
伯
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
人
で
す
。

い
検
診
日
に
は
保
護
者
付
き
そ
い
の
う
え

れ
必
ず
検
診
を
受
け
て

4
だ
さ
い
。

HV

校

下

検

診

日

時

間

日
経
団
小
学
校

日
月

日

日

間

1・

M

吉
島
小
学
校

日
月

日

日

開

1

・

日
村
木
小
学
校

日
月
n
日

m
l
・-

M

本
江
小
学
校

日
月
幻
日

m
l
・-

与
上
野
方
小
学
校

日
月
四

B

m

l
・-
初

H
Y
 
与
大
町
小
学
校

日
月

初

日

間

1

・・

M

上
富
小
学
校

日
月
幻
日

間

l

M

西
布
施
小
学
校

日
月

初

日

開

1・

M

住
吉
小
学
校

日
月

幻

日

開

1

・

H
γ

道
下
小
学
校
ロ
月
3
日

m
l
・-
初

日
白
倉
小
学
校
ロ
月
3
日

間

1・

日
松
倉
小
学

校

ロ

月

刊

H

m

l
・-
初

日
片
貝
小
学
校

日
月
幻
日

m
l
・-

M

@

場
所
は
各
小
学
校
で
す
。

M
干Hγ 

M
干Hγ
 

M
干
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秋
を
歩
る
く

マ
老
人
ク
ラ
ブ
の
歩
-
-
う
会

広報うおづ
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日
月
日
日
晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
た
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
歩
こ
う
会
は
、
午
前

日
時
に
市
役
所
前
を
出
発
、
途
中
天
神

橋
の
た
も
と
で
一
と
休
み
し
て
、
歴
史

民
俗
史
料
館
や
炭
が
ま
な
ど
を
見
学
し

て
天
神
山
山
頂
で
中
食
を
と
り
、
無
事

百
楽
荘
に
帰
着
し
一
日
を
楽
し
く
過
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
自
然
に
親
し
む
こ

と
と
汗
を
流
し
て
、
健
康
の
増
進
を
は

か
る
た
め
に
老
A
福
祉
の
一
環
と
し
て

行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
希
望
者
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

‘
山
頂
で
中
食
を
と
る
老
人
歩
-
』
う
会

の
皆
さ
ん

マ

一
般
に
よ
る
歩
こ
う
会

日
月

6
日
に
行
な
わ
れ
た
歩
こ
う
会

は
約
五
十
名
の
参
加
で
に
ぎ
わ
い

、
晴

天
の
紅
葉
の
山
道
や
、
す
す
き
の
野
を

歩
い
て
、
深
か
ま
り
行
く
秋
を
満
喫
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

途
中
疲
れ
た
子
供
を
肩
の
上
に
乗
せ

た
り
し
て
、
愛
情
細
ま
や
か
な
風
景
も

見
ら
れ
、
秋
風
と
と
も
に
き
わ
や
か
な

一
日
で
し
た
。

d

司
ス
ス
キ
の
野
道
、
も
う
す
ぐ
終
着
点

第
幻
回
魚
津
市

社
会
福
祉
大
会
終
る

第
お
回
市
社
会
福
祉
大
会
は
叩
月

U

日
午
後
1
時
初
分
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー

白
楽
荘
で
開
催
さ
れ
、
社
会
福
祉
協
議

会
長
表
彰
や
感
謝
状
な
ど
の
贈
呈
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
記
念
講
演
が
あ
り
、
パ
ネ

ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
て
、

大
会
宣
言
を
採
択
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

特
に
、
百
楽
荘
の
運
営
に
努
力
さ
れ
た

先
の
事
務
局
長
故
高
野
芳
太
郎
氏
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

善
意
の
ま
ど

寄

付

(
敬
称
略
)

マ
一
万
円

l
新
金
屋
一
丁
目
美
谷
芳
雄

マ
三
万
円

l
下
村
木
町
田
原
正
夫
マ

一

万
五
千
円

l
諏
訪
町
金
三
津
喜
義
マ
五

万
円

l
本
江
二
区
牧
因
子
マ
三
万
円

l

本
町
二
丁
目
魚
崎
忠
雄
マ
一
万
円

1
新

角
川
一
丁
目
島
崎
道
治
マ
五
千
円

l
新

角
川
二
丁
目
辻
博
マ
二
万
円

1
北
中
住

宅
堀
内
幸
子
マ

一
万
円

1
住
吉
石
坂
芳

雄
(
以
上
香
典
返
し
の

一
部
)
マ
四
万
三

千
二
十
円

1
新
金
屋
納
涼
祭
実
行
委
員

会
北
電
魚
津
営
業
所
マ
五
万
八
千
五
百

八
十
八
円

l
魚
津
高
校
生
徒
会
一
同
マ

一
万
円

1
本
町
二
丁
目
有
沢
武
雄
マ
一

万
円

l
新
金
屋
二
丁
目
林
満
マ
二
千
三

百
八
十
円

1
石
垣
平
寺
越
ス
ズ
マ
四
千

円

1
北
中
寺
田
ヤ
イ
子
マ
二
千
二
百
六

円
l
魚
津
市
農
協
橋
場
庖
マ
十
万
円

1

魚
津
相
撲
連
盟
マ
五
千
九
百
四
十
円

l

鴨
川
町
青
木
節
三
マ
二
千
円

l
本
江
大

西
富
士
男
マ
五
千
円

1
持
光
寺
岩
崎
ゆ

き
マ
一
万
六
十
五
円
マ
北
陸
電
力
側
魚

津
電
力
所
マ
四
千
二
百
六
十
円

l
匿
名

マ
三
千
円

l
一
味
会
代
表
本
田
広
作
マ

一
千
円

1
上
村
木
高
橋
進
太
郎
マ
書
一

点

1
宮
島
清
峰
マ
書
一
レ
白
…

l
経
沢
帰
帆

マ
書
一
ぃ
ロ
…

l
宮
坂
翠
峰
マ
映
写
一
日

l

文
化
町
小
坂
圭
吾魚
津
善
意
銀
行

M
干Hγ 

M
干Hγ 半

V
(午
前
の
部
)
マ
受
付
時
間
各
日
共

料
午
前

9
時
ぬ
分

1
日
時

日
マ
日
月
日
日
開

l
有
山
公
民
館

M
2
2日
ω
l農
協
上
野
方
支
所

村
マ
日
月
日
日
附
H
H
西
布
施
連
絡
所

Hγ

マ
日
月
凶
日
附

l
加
積
公
民
館

リ
マ
日
月
日
日
幽

1
魚
津
保
健
所

M

V
(午
後
の
部
)
マ
受
付
時
間
各
日
共

日
午
後
1
時
1
3
時

リ
マ
日
月
日
日
開
H
H
下
中
島
公
民
館

挙

マ
日
月
ロ
日

ω
1経
団
連
絡
所

日
マ
日
月
日
日
…
附

1
片
貝
小
学
校

日
マ
日
月
凶
日
…
附

1
天
神
公
民
館

山
マ
日
月
日
日
一
樹

1
市
庁
舎
別

日
マ
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
最
寄

与
の
場
所
で
必
ら
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

挙日
成
人
病
相
談
日

H
V
 リ
マ
日
月
日
日
…
附
日
月
幻
日
側
各
日
午

日
後
1
時
1
3
時
マ
場
所

1
市
庁
舎
保

￥

健
室
(
一
階
正
面
向
右
端
)
マ
検
診
料

M
l無
料
マ
心
電
図
、
血
圧
測
定
、
健

日
康
相
談
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
受
診

日
希
望
者
は
一
週
間
前
に
生
活
環
境
課

日
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
婦
人
検
診

H
ザリ
受
診
希
望
者
は
日
月
刊
日
ま
で
生
活

円
環
境
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

リ
マ
日
月
比
日
…
閑

l
上
中
島
連
絡
所

￥

マ
日
月
初
日
附

l
本
江
公
民
館

日
マ
受
付
時
間
各
日
午
後
1
時

i
2
時

日
マ
料
金
一
五

O
円

H
V
 

一
般
住
民
検
診
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奨
学
資
金
を
貸
与

市
教
委
で
は
昭
和
印
年
奨
学
資
金
の

貸
与
希
望
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。
希
望

者
は
ロ
月
刊
日

ωま
で
市
教
委
(
来
春

進
学
希
望
者
は
在
学
し
て
い
る
学
校
長
)

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

O
借
り
ら
れ
る
金
額

1
①
大
学
生
は

月
額
八
千
円
②
高
専
生
は
三
年

生
ま
で
月
額
三
千
円
五
年
生
ま

で
八
千
円
③
高
校
生
は
月
額
三

千
円

O
人

員

l
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

O

借
り
ら
れ
る
人

1
①
市
内
に
住
所

の
あ
る
人
②
学
資
の
支
払
い
が

困
難
な
人
③
身
体
強
健
、
品
行

方
正
で
成
績
の
良
い
人
④
在
学

し
て
い
る
学
校
長
の
推
薦
が
あ

る
人
④
日
本
育
英
会
、
富
山
県

奨
学
資
金
、
母
子
福
祉
資
金
な

ど
、
他
の
学
資
の
貸
与
を
受
け

て
い
な
い
人

国
立
魚
津
総
合
高
等
職

業
訓
練
校
の
生
徒
募
集

国
立
魚
津
総
合
高
等
職
業
訓
練
校

で
は
昭
和
必
年
度
の
生
徒
募
集
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
社
会
に
出
て
す
ぐ
に
役

立
つ
技
術
、
技
能
を
身
に
つ
け
る
た
め
、

進
ん
で
応
募
し
ま
し
ょ
う
。

募
集
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す。O
入
校
資
格

l
中、

高
等
学
校
卒
業
(

卒
業
見
込
み
含
む
。
)
以
上
の
学
力

を
有
す
る
男
女

O
提
出
書
類

l
①
入
校
願
書
(
訓
練
校

指
定
用
紙
)
②
調
査
書
又
は
成
績

証
明
③
健
康
診
断
書

O
提
出
先

1
魚
津
総
合
高
等
・
職
業
訓
練

校

O
募
集
期
間

1
ω
年
刊
月
1
日
か
ら
切

年
3
月
日
日
ま
で

O
訓
練
科
目
お
よ
び
募
集
人
員

機
械
科

1
二
年
制

(中
卒
以
上
)

日
名
、
一
年
制
(
高
卒
以
上
)
初

名
、
金
型
専
攻

l
二
年
制

(中
卒

以
上
)
初
名

格
接
製
缶
科

1
二
年
制
(
中
卒
以

上
)
別
名

木
工
科

1
二
年
制
(
中
卒
以
上
)

初
名
電
子
科

1
一
年
制

(
高
卒
以
上
)

初
名
無
線
通
信
科

1
二
年
制

(
高
卒
以

上
)
同
名

O
入
校
の
時
期

l
m
年
4
月
8
日

な
お
、

詳
細
に
つ
い
て
は
魚
津
総
合

高
等
職
業
訓
練
校
庶
務
課

(
電
話
幻

|

5
1
3
4
・
4
5
0
1
)
'
に
問
い
合
せ

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
職
業
訓
練
大
学
校
が
中
心
と

な
っ
て
「
通
信
制
訓
練
」
の
受
講
も
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
技
能
資
格
等
を

と
り
た
い
方
は
、
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

「
通
信
制
訓
練
」
受
講
手
続
き
等
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
受
講
資
格

l
実
務
経
験
の
あ
る
方
は
、

だ
れ
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
学
歴
、

年
令
、
性
別
は
聞
い
ま
せ
ん
。

O
訓
練
期
間

l
標
準
一

ヵ
年
。

O
訓
練
開
始
日

l
受
講
申
込
書
を
受
理

し
た
月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
。

0
受
講
料
H
H
四
千
円

(
申
込
み
時
に
納

入
)

O
特

典

l
二
級
技
能
検
定
学
科
試
験

免
除
。

O
受
講
申
込

l
い
つ
で
も
受
付
け
ま
す
。

(申
込
書
は
、
魚
津
訓
練
校
に
あ

り
ま
す
。
)

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
記
訓

練
校
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

第
何
回
人
権
週
間

口
月
4
日

i
ロ
月
刊
日

ロ
月
4
日
か
ら
叩
日
ま
で
人
権
週
間

で
す
。

世
界
人
権
宣
言
が
昭
和
お
年
ロ
月
刊

日
に
第
3
回
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
て

か
ら
今
年
は
お
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ

の
日
を
記
念
し
て
日
本
中
の
人
々
が
一

層
人
権
を
大
切
に
す
る
よ
う
反
省
す
る

週
間
で
あ
り
ま
す
。

お
互
い
に
人
間
を
大
切
に
す
る
こ
と

が
人
権
尊
重
と
い
わ
れ
、
私
達
は
人
権

を
守
り
、
守
ら
れ
て
始
め
て
明
る
く
住

み
よ
い
幸
福
な
社
会
生
活
を
実
感
と
し

て
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

み
な
さ
ん
、
日
常
生
活
に
お

い
て
万

一
人
権
を
侵
さ
れ
た
と
思
っ
た
ら
泣
き

寝
入
り
し
な
い

で
法
務
局
や
近
く
の
人

権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
設
人
権
相
談
所
開
設

ロ
月
3
日
午
後
1
時
よ
り
午
後

4
時
ま
で

期
日

場
所

魚
津
市
立
図
書
館

国
鉄
魚
津
駅
前
の

市
営
自
転
車
買
場

の
整
列
整
と
ん
に

利
用
者
は
ご
協
力
を
!

国
鉄
魚
津
駅
の
近
く
に
二
つ
の
市
営

自
転
車
置
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち

一
見
屋
旅
館
前
の
置
場
は
約
五

O
台
収

容
で
き
ま
す
。
こ
の
場
所
へ
多
い
と
き

は
八
十
台
も
置
か
れ
歩
道
に
ま
で
置
き

っ
放
し
に
な
り
ま
す
。

お
互
い
に
皆
さ
ん
の
利
用
す
る
置
場

で
す
。
整
列
さ
せ
て
い
ね
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
歩
道
や
隣
家
の
駐
車
場
へ
置

き
っ
放
し
す
る
の
は
危
険
で
す
。
二

O
O

m
先
の
日
通
裏
に
広
い
自
転
車
置
場
が

あ
り
ま
す
。
早
目
に
家
を
出
て
日
通
裏

の
方
へ
自
転
車
を
置
い
て
く
だ
さ
い
。

特
に
学
校
生
徒
に
お
願
い
し
た
い
も
の

で
す
。
皆
さ
ん
自
身
の
心
掛
け
で
整
列

さ
せ
て
利
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

(
生
活
環
境
課
)

身
体
障
害
者
巡
回
更
生

相
談
会
の
お
知
ら
せ

身
体
障
害
者
巡
回
更
生
相
談
会
が
左

記
の

日
程
で
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

マ
日
時

日
月
日
日

(水
)

午
後
1
時
i
午
後
3
時

市
民
会
館

沢
口
医
師

マ
場
所

マ
医
師

第
三
四
八
号

与
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
子
防
接
種

挙HV

マ
接
種
時
間

l
各
自
共
午
後
1
時

i

バ

2
時
マ
接
種
場
所

1
各
小
学
校
マ
料

日
金
3
オ
以
上
6
オ
未
満
一
回
七

O
円、

日
6
オ
以
上
回
オ
未
満
一
回
一
一

O
円、

半

日
オ
以
上

一
回
一
八

O
円

M
干Hγ

マ
日
程

日

校

下

一

回

目

二

回

白

川

大

町

日

月

凶

日

日

月

幻

日

日

経

回

日

月

日

日

日

月

お

日

与

吉

島

日

月

初

日

日
月
幻
日

与半

道

下

日

月

n
日

日

月

鈎

白

山

本

江

口

月

初

日

ロ

月

5

日

刊

住

吉

ロ

月

4

日

ロ

月

日

日

日
休
日
診
療
医

日
マ
日
月
3
日
(
日

)
1沢
口
内
科
医
院

H
Y

火
の
宮
町
宮
②
|
1
7
4
8

リ
マ

日
月
4
日
(
月

)
1魚
津
神
経
サ
ナ

リ
ト
リ
ウ
ム
江
口

密
@

1

3
4
8
6

M

マ
日
月
刊
日
(
日

)
1片
員
診
療
所
島

川

尻
宮
@

1
8
2
0
8

M

〒
マ
日
月
口
日
(
日

)
1河
内
内
科
病
院

日
下
材
木
町
宮
@

1
3

2
1
0

山
マ
日
月
お
日
(
土

)
1江
幡
医
院
浜
経

山

田

宮
②

|
5
0
5
2

れ
マ
日
月

M
日
(
日

)
1沢
口
外
科
医
院

本
江
宮
②

|
1
7
5
7

自

)

{町

川

a

山
川
河
十

品
A
』

‘「，の勢市

!市の1M干['[
i 海 岸 線

i世 帯数
ト人 口 (男)

! (女)

男

36人

18人

52人

39人

制
作
米
発
行
人

円
い
川
州
リ

，ト↑

L
川

- 8-

12，107戸

23，144人 i
25，158人 i
48，302人 i
女計

36人 72人

13人 31人

42人 94人

42人 81人

生
亡
入
出

h
u
v」

・ム

rA

t--
ん

y
be
，
ト@。

住I

市

魚
津
印
刷
株
式
会
社


